
上司部下コミュニケーションDX
〜1on1の負担と質を大改善〜

株式会社KAKEAI



• 皆川 恵美

• 株式会社KAKEAI 取締役共同創業者皆川恵美

• 東京⼤学卒業後、2002年株式会社リクルート⼊社。

• リクナビ・じゃらんの商品企画を担当。その後、株式会社セルム・PMIコンサ
ルティング株式会社にて管理職育成・組織開発コンサルティングに携わった後、
本領域にて独⽴。

• 2010年から株式会社ミナイー代表取締役。内閣官房主導での中央官庁の働き⽅
改⾰プロジェクトの企画・プロジェクトマネジメント、⼤⼿SPAや⼤⼿センシ
ングメーカー・⼤⼿商社等における、⼈事制度構築や、ミドルマネジメント強
化を企図したコミュニケーションスキル強化プロジェクト等に従事。

• KAKEAIを共同創業。

登壇者紹介



株式会社KAKEAI

• 2018年4⽉創業

• 資本⾦：12億3,824万円（資本準備⾦含む）

• 1on1⽀援ツールKakeai（カケアイ）の開発・運営

• ⽇本企業で初めて世界のHR テクノロジースタートアップ30
社に選出（その他、国内外のHRテクノロジー関連アワード
受賞多数）

• 属⼈的なコミュニケーションによる⾮⽣産的な状況を変える
複数の特許保有。

• 顧問
⼩島武仁｜東京⼤学⼤学院 教授（経済学）
駒野宏⼈｜北海道⼤学⼤学院教授（脳神経科学）
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そもそも1on1とは、どの
ようなミーティングなのか

• 1on1ミーティングとは、業務の指示・判断を目的とした

会議ではなく、部下の成長やモチベーションを支援する

ための定期的な面談



コロナ禍で

1on1人口は増加

• 2022年現在、国内の全就業者の約20%が1on1実施

• 1on1実施⼈⼝はコロナ禍に増加し、

2019年の2.5倍



しかし、

現場任せでは難しい

• 現場の上司部下の個⼈⼒に任せても、

なかなか上⼿くいかない。



1on1支援クラウド



お問い合わせは

コロナ禍で急増

• コロナ前に⽐べ、1on1⽀援クラウド「Kakeai（カケ

アイ）」の利用に関するお問い合わせは約270倍、ユ

ーザー数は240倍



多様な組織へ提供

• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育

園、介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あら

ゆる職種の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、Kakeai（カケアイ）上で実施さ

れています。

• 三井物産

• 伊藤忠商事

• 住友商事

• 日本電気

• 富士通

• 三菱電機

• NTTコミュニケーションズ

• リコージャパン

• 朝日生命

• 農林中央金庫

• みずほリサーチ&テクノロジーズ

• 三井住友DSアセットマネジメント

• 日立ハイテク

• 朝日新聞社

• 日本郵船

• 日本郵便

• オムロングループ

• NTTドコモ

• JT

• INPEX

• INTEC

• アサヒグループジャパン

• 大日本印刷

• 保育園

• 学校

• 動物園

• アミューズメント施設

• 医療施設

• 介護施設

• 従業員10名未満の企業

…etc.
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雑談やラフなコミュニケーションがしやすくなった。
これまでには知らなかった面を知ることができ、
お互いの理解が深まった。

業務を進めやすくなった！！
安心して相談できるようになった！

普段は確認できなかった気になっていたことも聞けた。

1on1という話す場があるので、
何かあったら1on1で解決すれば良いので安心。

Q：1on1はメンバーはどのような良いことがありますか？
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1対1でちゃんと話さないと、表面的に見ているだけでは
絶対わからない特長がメンバー個々人にあります。

普段おとなしい人が、1on1で話してみるとびっくりするほど
深く思考していたり、良いアイデアを持っていたりする。

それを知れたら、上司は実行しやすい環境作りを後押しする
だけです。

1対1で時間を作ることで「どんな思いで仕事をしてい
るのか」「どこに課題を感じているのか」など、
普段は話せない想いや悩みを素直に話してくれます。

メンバーの特性や強みを早く・深く知ることができて
成果につなげられ業績目標も120％達成と
組織にも貢献できています。

Q：マネジャーは1on1をどう活かせますか？



1on1ならではの問題をテクノロジーや特許で解決



そもそも1on1とは、どの

ようなミーティングなのか

• 1on1ミーティングとは、業務の指⽰・判断を⽬
的とした会議ではなく、部下の成⻑やモチベー
ションを⽀援するための定期的な⾯談
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① 部下が、⾃分⾃⾝が「話したいと思っていること」
を遠慮なく話せる状態がつくられていた

５つの違い
1on1の最中

1on1後(部下)

1on1後(上司)

1on1前(部下)

1on1前(上司)
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② 部下が、「期待する対応（アドバイスがほしい、⼀
緒に考えてほしい、話をきいてほしい、意⾒を聞き
たい…など）」を率直に伝えられていた

1on1の最中
1on1後(部下)

1on1後(上司)

1on1前(部下)

1on1前(上司)

５つの違い
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③ 上司が、1on1の前に、部下が「話したいと思って
いること」と「期待する対応」を確認していた

1on1の最中
1on1後(部下)

1on1後(上司)

1on1前(部下)

1on1前(上司)

５つの違い
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④ お互いがいつでも確認できる場所にメモを残してい
た（メモは、会話した全てをメモするのではなく、
ポイントとなる部分や、次回の1on1へ向けて⽇常
的に意識しておくことなどをメモ）

1on1の最中
1on1後(部下)

1on1後(上司)

1on1前(部下)

1on1前(上司)

５つの違い
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1on1の最中
1on1後(部下)

1on1後(上司)

1on1前(部下)

1on1前(上司)

⑤ 上司が「⾃分の得意や苦⼿」
を把握し、さらに、他の上司
の「こうやったらうまくいっ
た！」や、他の部下の「こう
してくれたのがよかった！」
という情報をいつでも確認で
きる状態がつくられていた

５つの違い
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５つの違い

① 「話したいと思っていること」を
遠慮なく話せる状態

② 「期待する対応」を率直に伝えら
れる状態

③ 部下が「話したいと思っているこ
と」と「期待する対応」を確認

④ お互いがいつでも確認できる場所に必要最低限のメモ
を残す

⑤ ⾃分の得意や苦⼿を把握し、さらに、他の上司や部下
からの改善のヒントをいつでも確認できる状態

1on1後(部下)
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1on1の最中
1on1前(部下)

1on1後(上司)1on1前(上司)
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ある企業の営業部門おける、カケアイ利用組織と非利用組織の

売上の前年同月比（指数）の比較

※同一市場に対峙する全体約500名の営業部門を、250名ずつに分け検証

（利用開始後期間）

実証実験 -売上への影響 -

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利用して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独自につくったマニュアルや研修はあり）
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ある企業の営業部門おける、Kakeai利用組織と非利用組織の
離職率の前年同月比（指数）の比較

※同一市場に対峙する全体約500名の営業部門を、250名ずつに分け検証

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利用して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独自につくったマニュアルや研修はあり）

実証実験 -離職への影響 -



ご利用の規模もさまざま ご利用の規模やパターン

2人

ひとつの部署

全体

利用者を募る

上司部下以外のペア

• ご利用の規模は「上司と部下の2人」「ひとつの部署」

「会社・組織全体」とさまざまです。

• また「1on1に問題意識を持っている管理職を、主体性を

尊重して募る」ケースや、「上司や部下以外の、メンタ

ーやメンティーとの1on1に使う」というケースも増えて

います。




